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                  「あとからくる者のために」       副校長 向井 美紀 
 

 新たな年がスタートし、1 か月。暦の上では立春を迎え季節は春になろうとしております。先日は学校公開に

お越しいただき、ありがとうございました。寒い季節ではありますが、展覧会、書初め展での子供たちの力作や

お正月遊びを楽しんでいる姿をご覧いただき、大変温かい言葉を頂戴し感謝申し上げます。 

 さて、立春が過ぎ３月を目前にすると、毎年思い起こすことがあります。８年近く前になる東日本大震災のこ

とです。首都圏でも交通網が麻痺し帰宅困難な状態になり、学校では保護者に子供たちを引き渡した時刻が深夜

になることもありました。東北地方や茨城県では多くの方々の命が奪われ、今でもその爪痕は深く残っています。 

福島原発事故の直後、私は生まれて初めての大きな決断をしました。福島に住んでいる両親を東京に避難させ

ようという決断です。自宅を離れたくないという両親を電話で説得し、その日の夜、弟が運転する車で、両親と

弟家族は福島を後にしました。巷ではガソリンが手に入らない状況でしたので、タンクに残った燃料を心配しな

がらの８時間の脱出劇でした。たまたま両親にとっては避難できる場所と手段がありましたが、被災地に残り不

自由な生活を送らなければならなかった方や家族の行方を探し続けた方のことを思うと申し訳ないような気持

ちになったのを覚えています。その後、東北新幹線が運転再開してから間もなく、健康を取り戻した両親は郷里

に帰って行きました。 

平成２８年の夏に、兼ねてから自分の目で確かめたかった宮城県名取市の閖上地区に行きました。閖上の商店

街があったところは更地になり、砂を運ぶダンプカーが数台行き交い、重機が地ならしをしていました。そのな

かに、ぽつんと一つだけ、被災したかまぼこ工場の建物が立っていました。それももう去年取り壊されたそうで

す。閖上の海はただただ青く、太陽が反射して波がキラキラ光っていました。 

翌年の夏は、福島県相馬市原釜を訪れました。子供の頃には家族で海岸近くの民宿に泊まり、歩いて海に行っ

たり、松川浦で釣りをしたりした楽しい思い出がたくさんある場所です。今は当時の面影はなく、新しい高速道

路が急ピッチで整備され、海辺には伝統鎮魂記念館が建てられ、海水浴場を造ってる最中でした。 

私たちは子供たちに「3.11」のことを教え、犠牲になった方々はもちろん苦しい中を生き延びてきた人々がい

ることを忘れてはいけないことを伝えていかなければならないと思います。そして、今を生きる大人も子供もあ

らゆる知恵を出し合い、命を守るすべを編み出し、バトンをつないでいく使命があります。あとからくる者のた

めに。 
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展覧会・学校公開の日に、

たてわり班で、「お正月遊

び」を行いました。6年生

が中心になり、こままわ

し・すごろく・かるた・ぼ

うずめくりなど、日本の

伝統的な遊びを１～６年

生のたてわり班で思い切

り楽しみました。 

七小名物！５，６年生の「子供学芸員」さんが、参観者に作品の見どころ

等を説明してくれました。素晴らしい説明で、楽しく鑑賞ができました。 



展覧会ありがとうございました！    展覧会委員長 砂 川 さよ子 

 今年の展覧会も、たくさんの保護者の皆様や地域の皆様においでいただき、ありがとう

ございました。おかげさまで大盛況のうちに幕を閉じました。今しか作れない子供たちな

らではの作品を鑑賞し、子供たちのもつ無限の可能性や、成長しようとするエネルギーの

強さを感じていただくことができたのではないでしょうか。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日・曜日 ２月行事予定 

１日（金） 

４日（月） 

５日（火） 

７日（木） 

８日（金） 

１１日（月） 

１２日（火） 

１３日（水） 

 

 

１４日（木） 

 

１５日（金） 

１６日（土） 

１８日（月） 

 

１９日（火） 

２０日（水） 

２１日（木） 

２５日（月） 

２６日（火） 

２８日（木） 

クラブ活動 

クラブ活動（３年見学） 

土曜時程 午前授業 

避難訓練（予告なし） 縦割り班活動（お別れ給食話し合い①） 

１年午前授業 新１年生保護者会 

㊗建国記念の日 

クラブ活動 ６年薬物乱用防止教室 文化幼稚園学校見学 

安全指導 ３年盲導犬ユーザーとの交流 

オリンピック・パラリンピック（オリ・パラ）イベント 

（コオーディネーショントレーニング体験） 

長なわ集会 長なわ月間終わり 縦割り班活動（お別れ給食話し合い②） 

ＰＴＡ運営委員会 10:00 学校保健委員会 14:50（講演会） 

土曜時程 午前授業 

土曜授業 ６年租税教室 ５・６年学年交流会 学校関係者評価員会 

１・２年午前授業（時数調整のため） クラブ活動（クラブ発表会） 

朝のあいさつ運動～２２日（金） 

６年参観保護者会 

２年校外学習（桜守活動） 

４年社会科見学（都内） 

委員会活動（３月分） 

３年校外学習（くにたち郷土文化館） 

６年生を送る会 お別れ給食 縦割り遊び 

～書き初め展～ 

1年生 ２年生 ３年生 

４年生 ５年生 ６年生 

一人一人が新年の決意を込めて一生懸命書いた書き初め展も七小の廊下に立派に展示されていました。 

 



 


